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1  自己評価及び外部評価結果

2294200908

法人名 株式会社ﾕﾆﾏｯﾄ　リタイアメント　コミュニティ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価結果市町村受理日平成30年8月4日

事業所番号 自立支援に力を入れています。医師に歩行は無理だと言われたご利用者様が、退院後半年
で、手引き歩行が出来るようになりました。嚥下が悪く看取り状態だったご利用者様が、退院
後半年で、刻み食を召し上がるようになりました。職員一同でカンファし利用者様の目標達成
できるように支援しています。外食会も多く利用者様の意見で、食事会の場所を変えていま
す。昨年から地域の行事に参加する機会を増やしています。（敬老会・夏祭り）今期は運動会
に参加予定です。

事業所名

自己評価作成日

所在地

中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット）

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

訪問調査日 平成30年8月6日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
管理者が現場にも入るほか夜勤等難儀な点を負担し、また職員も休日出勤に協力してと、退
職者があった穴埋めに奔走する半年間をやっと乗り越え、フロアには介護相談員の奏でる
ハーモニカの音色が響き渡り、安堵が満ちています。人手不足にあっても、ラーメン、うなぎ、
焼き肉、そば、回転寿司と様々な外食が慣行され、「チーム中野新田そよ風」の底力をいかん
なく発揮したことが、若い職員たちの声にも手応えとして滲んでいて、頼もしい限りです。また
それを裏付けるかのように、朝風呂に入った後運動（ぺタリング）して、「（好きにできているの
で）何だか此処の長男みたいだな」と自分自身のことを評している利用者にも出逢いました。

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2294200908-00&PrefCd=22&VersionCd=022

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

基本情報リンク先

所在地

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2294200908-00&PrefCd=22&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

「利用者様にゆとりとやすらぎを」という事業
所理念を職員、管理者ともに共有して実践に

つなげるよう努力しています。

法人理念は「共感・共生・共創」といった大きな
テーマなものの、事業所では「私たちの幸せが
利用者の幸せにつながる」との核を捉えての取
組みが定着しており、管理者も小テスト的な質問
や確認を適宜おこなっています。

回覧板を利用者様と一緒に持っていく。近所
に散歩に出たときは挨拶を交わすなどして地

域の皆様に覚えていただくようにしていま
す。また施設の夏祭りには近所の方たちに

来ていただいて交流をしています。

日常的に野菜のおすそわけや回覧板の受け渡
しがあるほか、事業所の夏祭りでは盆踊りや太
鼓等の各ブースを地域の皆さんが担当くださっ
たり、「草取りしようかぁ」と声がかかる親しみあ
る関係を築いています。

運営推進会議に地域の方にも出席していた
だいていますが、この時に認知症の話をさせ

ていただいています。

運営推進会議では、利用者様に関しての活
動報告やサービスについて話をしています。
またこの時にいただく皆様からの意見や提案

をサービスの向上に生かしています。

近くに在る３階建ての事業所の事務局長が本年
からメンバーに加わり、水害時の避難場所に関
する心配が議題となった際には「うちで良かった
ら～」と協力を申し出てくださり、また事業所でも
地域の要請に応えＡＥＤ講習を実施の予定で、
運営推進会議を通じて相互扶助が構築されてい
ます。

日頃わからないことがあった時には電話で市
担当者に聞くなどしています。また月に１度
市の介護相談員の訪問があり、利用者様の

様子など報告を受け話をしています。

月１回来訪の介護相談員はハーモニカ演奏をし
てくださるので、利用者の中には顔を見ると
「やって、やって」とおねだりをする人もいて、馴
染みの関係と成っています。シニアサポーターの
活用や集団指導への参加も欠かさずおこなって
います。

事業所全体で身体拘束廃止に努めており、
内部研修も行い、職員にも理解して貰ってい

ます。

以前から同様の取組みがありましたが、本年の
制度変更でさらに踏み込んで名称を「身体的拘
束適正化・虐待防止検討委員会」と替えました。
年４回の会議開催で良いこととなっていますが、
当事業所では毎月会議・研修（事例検討、テスト
含）に勤しんでいます。

　

高齢者虐待防止関連法について内部研修を
行い、職員が意識を持って防止に努めること

ができるようにしている。

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

2/18



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

権利擁護や成年後見制度については外部研
修で学んだ知識を他の職員にも共有できる

よう勉強会等で発表しています。

契約の締結、解約、改定の際には利用者及
び家族に十分な説明を行い、疑問、不安が

無く十分理解していただくよう努めています。

家族の面会時に声掛けをしてご利用者様の
様子を伝えたり、ご意見をいただけるように
対応しています。また意見箱を設置していて
気軽にご意見をいただけるようにしていま

す。

家族には毎月通信を発行し、面会で意見をもら
えない場合は電話で聴取しています。「意識が
戻らない」「寝たきり」となった人が、家族の要望
から事業所が工夫・努力を繰り返した結果、トイ
レに行けるようにまでなった例もあります。

毎月のホーム会議時に職員の意見を聞く時
間を設けています。また日頃より職員に声掛

けして話しやすい雰囲気を作っています。

管理者がもともと同僚で、大半が長く働く職員ば
かりのため、気軽に何でも言いやすい状況にあ
り、会議の発言量を気に掛けるといったことは不
要です。ただしメンタル面のフォローには配慮
し、管理者が顔色をみて声をかけるようにしてい
ます。

年3回の自己評価と面談を行い、職員一人一
人の実績・勤務状況を把握し目標を立てても
らうことにより各自が向上心を持って働ける

よう努めています。

毎月のホーム会議時には内部研修を行い、
また外部研修にも積極的の参加してもらうよ

うにしています。

管理者は地域の同業者との会議に参加して
おり、そこでネットワーク作りや意見交換をし

てサービスの質の向上に努めています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前のご本人との面接で本人の話に耳を
傾け困っていること、要望などを聞き取り、ま
たそれに丁寧に答えながら、安心して生活で

きるような関係作りに努めています。

入居前の家族との面接において家族の困っ
ていることや思いをくみ取り、家族とよい関係

を作れるよう努めています。

本人と家族との面接時に状況を把握したうえ
で、今何が必要であるかを見極め、他のサー
ビスが適切であると思われれば、それについ

ての話をさせていただいています。

職員は本人と一緒に家事や遊びをして、また
食事も一緒にして暮らしをともにする家族の
一員のような関係を築くようにしています。

毎月送っているホーム便りで本人の様子を
写真とともに伝えています。また必要品があ
れば持参していただくなど家族にも本人を支
えている一員としての役割を持っていただい

ています。

家族、友人、知人が面会に来ていただいたと
きは暖かくもてなし、また来ていただけるよう
に努めています。また家族との外泊や外出も

していただいています。

面会は比較的多く、特に小さな子どもの来訪が
あることから、子供用スリッパが配されていま
す。俳句をコンクールにだしたり、書道の段位を
もつ人が他の利用者に指南くださる場面もあり、
できることは続けてもらえています。

普段よりレクレーションとしてゲームや体操、
歌を歌うなどして皆様が関わりあえるよう、孤

立しないように支援しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

サービスが終了してもこれまでの関係性を大
切にしています。必要があれば相談等にも応

じています。

利用者様と会話をすることにより本人の希望
や意向をくみ取るように努めています。

外食一つとっても「どこ行きたい」「何食べたい」と
傾聴してはいますが、普段から利用者本人が事
務所に訪ねてきていろいろ話をしていくことが習
慣となっています。また本年は実践者研修に参
加の２名が宿題として持ち込んだセンター方式
にも久方ぶりに取組んでいます。

利用者様との会話の中からこれまでの生活
歴、暮らし方、生活環境を把握するよう努め

ています。

一人ひとりの毎日の状態を観察して、その心
理状態、有する能力などの現状把握に努め

ています。

一人ひとりに担当職員が決まっていて、モニ
タリングを行い計画作成担当者、ケアマネ、
介護職員でカンファレンスを行い、またご家
族の要望も織り込んで介護計画を作成して

います。

法人内の他事業所に勤務する職員が介護支援
専門員として週２日出勤してきていて、管理者兼
計画作成担当者と連携して介護計画書を作成し
ています。介護計画書は個人ファイルに他の書
面とともにセットされていて「経過記録をとるとき
には計画を見ましょう」ということが浸透していま
す。

日々の様子を毎日介護記録に記入してお
り、朝夕の申し送りで情報を共有している。ま
たそれにより日々の介護や介護計画見直し

に生かしている。

本人や家族の状況は変わっていくことがあ
り、その時々のニーズに対応して、サービス

を見直しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

一人ひとりの地域資源を把握するように努
め、本人が地域の一員として活動できるよう

支援しています。

協力医の往診が週一度、訪問看護が週一度
あります。その助言に従いかかりつけ医また
は協力医に口頭または手紙で状況をお伝え
して適切な医療を受けられるように支援して

います。

月２回の訪問診療のある医院２つを協力医とし
て、全員が従来のかかりつけ医から事業所の協
力医に切り替えています。医療情報は個人ファ
イルに挟み込み、家族には通信(便り）と電話で
情報共有しています。

訪問看護師が週に一度来ており、その際に
利用者様について状態や変化を相談してい
ます。そして必要に応じて家族に受診をお願

いしています。

利用者さまが入院した際には病院関係者に
情報を伝え、また入院中は様子を聞きに行っ
ています。退院の際には情報をいただいて

退院後の生活援助に役立てています。

重度化した場合の対応は入所時にご家族か
ら考えを聞き、書面にも残しています。そして
重度化した場合はご家族と話し合い、こちら
ができることを説明し、方針を共有し親しんだ
生活の場で穏やかに最期を迎えられるよう

支援しています。

８０代後半から９０代の利用者が多かったためか
此処１年は６名のお見送りをおこなっていて、職
員は本件も業務の一環として自然に受けいれて
います。家族とは契約時に救急搬送等含み合意
しており、また本人の状態変化に応じて都度話し
合っています。

利用者の急変や事故発生時にはあわてずに
マニュアルに沿って行うよう指導しており、実

践できています。

災害時に備えての避難訓練は年2回行って
おり、夜間想定、自然災害想定での訓練を

行っています。近隣の方の協力も確認できて
います。

法定訓練２回の内１回は消防署職員の立ち合い
を求め、風水害訓練も２回追加し、年４回の訓練
を丁寧におこなっています。また有事には在宅
の認知症の高齢者を受け入れる考えがあること
は町内会長に伝えているほど、本件の整備は進
んでいます。

　

6/18



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

接遇の研修も行っており、利用者様の誇りや
プライバシーを損なわないような声掛け、対

応を心がけています。

アイコンタクトと朗らかな挨拶、入退室の「失礼し
ます」「失礼しました」も身に付いた職員ばかりで
す。記録はイニシャルでとり、また接し方も相手
の出方を見ての間合いのある対応があることを
視認しました。

日常生活をしていく中で本人の思いや希望を
お聞きするようにして、また自分で選べるよう

な声掛けをしています。

一人ひとりのペースを大切にしてその人らし
い暮らしが送れるよう支援をしています。

できる方には着たい服を選んで来ていただ
いています。またできない方にはその方に
あった服を選んで来ていただいています。

食事の準備や片づけをできる方には積極的
に手伝っていただいています。また利用者さ
まと同じテーブルで食事をいただいていま

す。

冬瓜やピーマン、シイタケ、白菜と季節の野菜を
ふんだんに取り入れ、黄・緑・赤と彩も鮮やか
で、手作りの温もりのある家庭料理が提供され
ています。また職員も同じ食卓を囲んで昔話に
花を咲かせ、和やかな時間を過ごしています。

食事量、水分量は毎日記録しており、一人ひ
とりの状態を把握してその方にあった支援を

行っています。

口腔ケアは毎食後行っていて、一人ひとりの
状態を把握してその方の応じた支援をしてい

ます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表をつけていて常に状態を把握
しています。またトイレでの排泄ができるよう

にこまめにトイレ誘導も行っています。

排泄チェック表をつけ、時間で声をかけることが
常ですが、課題があったり症状に特徴があれば
個別に対応しています。新人職員は２週間、１ヶ
月と研修期間を区切っていて、その間排泄介助
についても「声掛け、コミュニケーション」を重視し
て指導があります。

６ヶ所（内１つは職員用）すべてではありま
せんが、臭いがこもっているトイレもありま
したので、清掃箇所と回数、使用洗剤等
の見直しを期待します。

便秘予防のために野菜の多い食事、朝の
ヨーグルトを定着させています。また毎日歩
行訓練や足こぎマシーンでの運動を行って
運動不足にならないよう支援しています。

入浴当日に声掛けをして入浴していただいて
います。入浴を拒否された場合は時間をおい
てまたは翌日にまた声掛けをして入っていた
だき、無理強いはしないようにしています。

分包の入浴剤で「今日は草津です」「有馬です」
と冗談を言いながら愉しむ入浴が、週２～３回を
目安におこなわれています。拒否の人が前向き
になったり、また昨日入っても更に「入りたい」と
なれば夜間の対応もおこなっています。

夜はゆっくりと休んでいただきたいので、日
中はなるべく活動をしていただいています。し
かし昼に横になりたい方もいらっしゃるので、
そのような方には昼寝をしていただいていま

す。

薬情報は個別ファイルに綴じてあり、いつで
も見ることができる。また薬を確実に服用で
きるようにマニュアル化しています。症状の
変化があった時は医師、看護師に相談して

います。

日々に張り合いや喜びを見いだせるように役
割を持っていただき、またゲームや歌を歌う
などして楽しく過ごせるよう支援しています。

ドライブは週に一度ほど出かけており、また
散歩に行ける方は散歩にも出ています。春

には桜や梅の花見にも行っています。

徒歩での散歩だけでなく、目だってプログラムの
ない日曜日には街中の公園や回転寿司等外食
を兼ねた外出が恒例となっています。「行こうか
～」と積極的に声があがるアクティブな職員が多
いこともあって、盛んです。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（中野新田グループホームそよ風(やすらぎユニット））

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

お金を所持している方は一人いらっしゃいま
す。その他の方はご家族よりお預かりしてい
ます。必要なものがあるときは一緒に買い物

に行ったり、こちらで買ってきています。

　

原則電話は取り次ぎますが、本人からの電
話利用はお断りしています。その代り手紙を
書いていただきご家族との交流が持てるよう

に支援しています。

リビングなどの共有の場は利用者様が過ご
しやすいようまた危険の無いように配慮して
います。また季節に合った飾りつけをして季

節感を出しています。

環境係が諸所気配りし、例えば玄関には目に優
しい風合いの植栽が配置されています。目隠し
カーテンを取り入れたり、置く場所を決める等、
年々少しずつですが整理、整頓が進んでいて、
忙しい中にも努力していることが伝わります。

紙パンツの保管場所として棚を取り付け
たものの乾燥機の上に置いたりと、保管
場所の徹底が足りない箇所もあるため、
引き続き５Sに取り組むことを期待します。

施設内は危険のないようにすべてバリアフ
リーになっています。廊下には手すりが設置
してあり、危険なく歩行できるようにしていま
す。またトイレはわかりやすい位置に張り紙

をしています。

リビングにはソファや椅子があり、それぞれ
好きな場所でテレビを見たり、他の方と会話

をしたりして過ごされています。

ご本人の居室には好みのものや使い慣れた
ものを持ってきていただき、落ち着いて居心

地良く過ごせるよう工夫をしています。

クローゼットが備わっているためか、小さ目の
チェスト程度のものしか持ち込みがない居室が
大半ですが、中には籐椅子やテーブルを置いた
り、また小説や聖書、化粧品等身のまわりのも
のからは其々好みのものが見てとれます。
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平成 30 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2294200908 自立支援に力を入れています。医師に歩行は無理だと言われたご利用者様が、退院後半年
で、手引き歩行が出来るようになりました。嚥下が悪く看取り状態だったご利用者様が、退院
後半年で、刻み食を召し上がるようになりました。職員一同でカンファし利用者様の目標達成
できるように支援しています。外食会も多く利用者様の意見で、食事会の場所を変えていま
す。昨年から地域の行事に参加する機会を増やしています。（敬老会・夏祭り）今期は運動会
に参加予定です。

法人名 株式会社ﾕﾆﾏｯﾄ　リタイアメント　コミュニティ

事業所名 中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット）

所在地 静岡市駿河区中野新田２５４－５

自己評価作成日 平成30年8月4日 評価結果市町村受理日 平成31年2月13日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2294200908-00&PrefCd=22&VersionCd=022 管理者が現場にも入るほか夜勤等難儀な点を負担し、また職員も休日出勤に協力してと、退
職者があった穴埋めに奔走する半年間をやっと乗り越え、フロアには介護相談員の奏でる
ハーモニカの音色が響き渡り、安堵が満ちています。人手不足にあっても、ラーメン、うなぎ、
焼き肉、そば、回転寿司と様々な外食が慣行され、「チーム中野新田そよ風」の底力をいかん
なく発揮したことが、若い職員たちの声にも手応えとして滲んでいて、頼もしい限りです。また
それを裏付けるかのように、朝風呂に入った後運動（ぺタリング）して、「（好きにできているの
で）何だか此処の長男みたいだな」と自分自身のことを評している利用者にも出逢いました。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成30年8月6日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

「利用者様にゆとりとやすらぎを」という事業
所理念を職員、管理者ともに共有して実践に

つなげるよう努力しています。

回覧板を利用者様と一緒に持っていく。近所
に散歩に出たときは挨拶を交わすなどして地

域の皆様に覚えていただくようにしていま
す。また施設の夏祭りには近所の方たちに

来ていただいて交流をしています。

運営推進会議に地域の方にも出席していた
だいていますが、この時に認知症の話をさせ

ていただいています。

運営推進会議では、利用者様に関しての活
動報告やサービスについて話をしています。
またこの時にいただく皆様からの意見や提案

をサービスの向上に生かしています。

日頃わからないことがあった時には電話で市
担当者に聞くなどしています。また月に１度
市の介護相談員の訪問があり、利用者様の

様子など報告を受け話をしています。

事業所全体で身体拘束廃止に努めており、
内部研修も行い、職員にも理解して貰ってい

ます。

高齢者虐待防止関連法について内部研修を
行い、職員が意識を持って防止に努めること

ができるようにしている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

権利擁護や成年後見制度については外部研
修で学んだ知識を他の職員にも共有できる

よう勉強会等で発表しています。

契約の締結、解約、改定の際には利用者及
び家族に十分な説明を行い、疑問、不安が

無く十分理解していただくよう努めています。

家族の面会時に声掛けをしてご利用者様の
様子を伝えたり、ご意見をいただけるように
対応しています。また意見箱を設置していて
気軽にご意見をいただけるようにしていま

す。

毎月のホーム会議時に職員の意見を聞く時
間を設けています。また日頃より職員に声掛

けして話しやすい雰囲気を作っています。

年3回の自己評価と面談を行い、職員一人一
人の実績・勤務状況を把握し目標を立てても
らうことにより各自が向上心を持って働ける

よう努めています。

毎月のホーム会議時には内部研修を行い、
また外部研修にも積極的の参加してもらうよ

うにしています。

管理者は地域の同業者との会議に参加して
おり、そこでネットワーク作りや意見交換をし

てサービスの質の向上に努めています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前のご本人との面接で本人の話に耳を
傾け困っていること、要望などを聞き取り、ま
たそれに丁寧に答えながら、安心して生活で

きるような関係作りに努めています。

入居前の家族との面接において家族の困っ
ていることや思いをくみ取り、家族とよい関係

を作れるよう努めています。

本人と家族との面接時に状況を把握したうえ
で、今何が必要であるかを見極め、他のサー
ビスが適切であると思われれば、それについ

ての話をさせていただいています。

職員は本人と一緒に家事や遊びをして、また
食事も一緒にして暮らしをともにする家族の
一員のような関係を築くようにしています。

毎月送っているホーム便りで本人の様子を
写真とともに伝えています。また必要品があ
れば持参していただくなど家族にも本人を支
えている一員としての役割を持っていただい

ています。

家族、友人、知人が面会に来ていただいたと
きは暖かくもてなし、また来ていただけるよう
に努めています。また家族との外泊や外出も

していただいています。

普段よりレクレーションとしてゲームや体操、
歌を歌うなどして皆様が関わりあえるよう、孤

立しないように支援しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

サービスが終了してもこれまでの関係性を大
切にしています。必要があれば相談等にも応

じています。

利用者様と会話をすることにより本人の希望
や意向をくみ取るように努めています。

利用者様との会話の中からこれまでの生活
歴、暮らし方、生活環境を把握するよう努め

ています。

一人ひとりの毎日の状態を観察して、その心
理状態、有する能力などの現状把握に努め

ています。

一人ひとりに担当職員が決まっていて、モニ
タリングを行い計画作成担当者、ケアマネ、
介護職員でカンファレンスを行い、またご家
族の要望も織り込んで介護計画を作成して

います。

日々の様子を毎日介護記録に記入してお
り、朝夕の申し送りで情報を共有している。ま
たそれにより日々の介護や介護計画見直し

に生かしている。

本人や家族の状況は変わっていくことがあ
り、その時々のニーズに対応して、サービス

を見直しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

一人ひとりの地域資源を把握するように努
め、本人が地域の一員として活動できるよう

支援しています。

協力医の往診が週一度、訪問看護が週一度
あります。その助言に従いかかりつけ医また
は協力医に口頭または手紙で状況をお伝え
して適切な医療を受けられるように支援して

います。

訪問看護師が週に一度来ており、その際に
利用者様について状態や変化を相談してい
ます。そして必要に応じて家族に受診をお願

いしています。

利用者さまが入院した際には病院関係者に
情報を伝え、また入院中は様子を聞きに行っ
ています。退院の際には情報をいただいて

退院後の生活援助に役立てています。

重度化した場合の対応は入所時にご家族か
ら考えを聞き、書面にも残しています。そして
重度化した場合はご家族と話し合い、こちら
ができることを説明し、方針を共有し親しんだ
生活の場で穏やかに最期を迎えられるよう

支援しています。

利用者の急変や事故発生時にはあわてずに
マニュアルに沿って行うよう指導しており、実

践できています。

災害時に備えての避難訓練は年2回行って
おり、夜間想定、自然災害想定での訓練を

行っています。近隣の方の協力も確認できて
います。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

接遇の研修も行っており、利用者様の誇りや
プライバシーを損なわないような声掛け、対

応を心がけています。

日常生活をしていく中で本人の思いや希望を
お聞きするようにして、また自分で選べるよう

な声掛けをしています。

一人ひとりのペースを大切にしてその人らし
い暮らしが送れるよう支援をしています。

できる方には着たい服を選んで来ていただ
いています。またできない方にはその方に
あった服を選んで来ていただいています。

食事の準備や片づけをできる方には積極的
に手伝っていただいています。また利用者さ
まと同じテーブルで食事をいただいていま

す。

食事量、水分量は毎日記録しており、一人ひ
とりの状態を把握してその方にあった支援を

行っています。

口腔ケアは毎食後行っていて、一人ひとりの
状態を把握してその方の応じた支援をしてい

ます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表をつけていて常に状態を把握
しています。またトイレでの排泄ができるよう

にこまめにトイレ誘導も行っています。

便秘予防のために野菜の多い食事、朝の
ヨーグルトを定着させています。また毎日歩
行訓練や足こぎマシーンでの運動を行って
運動不足にならないよう支援しています。

入浴当日に声掛けをして入浴していただいて
います。入浴を拒否された場合は時間をおい
てまたは翌日にまた声掛けをして入っていた
だき、無理強いはしないようにしています。

夜はゆっくりと休んでいただきたいので、日
中はなるべく活動をしていただいています。し
かし昼に横になりたい方もいらっしゃるので、
そのような方には昼寝をしていただいていま

す。

薬情報は個別ファイルに綴じてあり、いつで
も見ることができる。また薬を確実に服用で
きるようにマニュアル化しています。症状の
変化があった時は医師、看護師に相談して

います。

日々に張り合いや喜びを見いだせるように役
割を持っていただき、またゲームや歌を歌う
などして楽しく過ごせるよう支援しています。

ドライブは週に一度ほど出かけており、また
散歩に行ける方は散歩にも出ています。春

には桜や梅の花見にも行っています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（中野新田グループホームそよ風（ゆとりユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

お金を所持している方は一人いらっしゃいま
す。その他の方はご家族よりお預かりしてい
ます。必要なものがあるときは一緒に買い物

に行ったり、こちらで買ってきています。

原則電話は取り次ぎますが、本人からの電
話利用はお断りしています。その代り手紙を
書いていただきご家族との交流が持てるよう

に支援しています。

リビングなどの共有の場は利用者様が過ご
しやすいようまた危険の無いように配慮して
います。また季節に合った飾りつけをして季

節感を出しています。

施設内は危険のないようにすべてバリアフ
リーになっています。廊下には手すりが設置
してあり、危険なく歩行できるようにしていま
す。またトイレはわかりやすい位置に張り紙

をしています。

リビングにはソファや椅子があり、それぞれ
好きな場所でテレビを見たり、他の方と会話

をしたりして過ごされています。

ご本人の居室には好みのものや使い慣れた
ものを持ってきていただき、落ち着いて居心

地良く過ごせるよう工夫をしています。
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